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分
に
如
何
ば
か
り
の
確
實
な
る
史
料
を
包
含
せ
る
か
ミ
謂
ふ
紺
に
」

着
眼
し
、
便
宜
上
建
國
説
話
、
國
王
の
世
系
、
支
那
ミ
の
交
渉
に

幸
す
る
記
載
、
他
の
異
民
族
ミ
の
交
渉
に
關
す
る
記
載
、
國
内
の

事
件
に
位
す
る
記
載
の
五
項
に
庭
溶
し
て
考
究
を
積
み
、
導
引
の

康
平
罵
於
て
國
王
の
世
系
な
さ
は
高
句
麗
よ
り
傳
は
り
し
史
料
な

る
べ
く
、
建
國
説
話
、
地
名
人
名
等
に
も
同
様
に
認
め
得
ら
る
エ

も
勿
論
新
羅
入
の
潤
色
の
迩
も
見
ゆ
、
其
の
他
に
至
り
て
は
大
抵

新
羅
人
や
高
麗
入
の
畷
裏
よ
り
造
作
し
黙
る
竜
の
な
ら
む
か
ミ
結

論
す
面
終
に
眞
番
郡
轍
溌
、
立
英
郡
移
轄
の
事
情
及
び
高
句
麗
建

國
の
年
代
に
就
て
の
考
を
附
載
せ
り
。

『
契
丹
人
の
衣
食
住
』
（
松
非
等
y
は
南
北
朝
以
來
乱
民
を
経
て
、

五
代
に
至
る
迄
断
績
的
に
支
那
文
物
の
汐
入
せ
ら
れ
た
る
契
丹
入

の
衣
食
住
に
就
き
て
、
其
の
支
那
輪
回
に
係
ら
ざ
る
契
丹
人
固
有

の
風
俗
を
閑
明
せ
む
こ
ミ
を
目
的
ミ
し
、
契
丹
人
の
射
猿
生
活
、

衣
服
、
冗
飲
食
、
佐
居
に
就
き
て
研
究
せ
り
。

『
完
秘
薬
の
楊
翻
…
句
経
略
ミ
ヂ
礎
の
黒
藻
の
役
』
附
『
蒲
盧
毛
朶
部

に
就
い
て
』
（
池
内
宏
）
は
女
眞
の
酋
長
誤
認
選
歌
即
ち
金
の
穆
宗

が
四
隣
準
定
に
怒
り
南
下
し
て
其
の
勢
力
範
關
に
入
費
た
る
掲
癩

句
が
廣
義
の
霊
夢
卒
野
な
る
こ
ミ
よ
り
研
究
し
、
彼
ミ
高
麗
ミ
の
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羅
係
、
掲
聖
句
経
略
、
豆
満
塁
地
方
討
卒
、
完
顔
烏
雅
束
の
掲
癩
句

征
臓
及
び
高
麗
ミ
の
衝
突
を
調
査
し
、
ヂ
　
堆
の
九
城
の
役
は
出
師

の
決
定
、
都
城
築
設
、
完
澱
氏
の
兵
－
こ
の
交
戦
、
講
和
を
考
究
す
。

『
元
朝
牌
斜
考
』
（
箭
内
亙
）
は
元
朝
以
繭
の
脾
符
よ
の
跡
き
起
し

て
地
代
の
導
爆
符
、
職
國
魏
の
虎
符
、
竹
使
狩
、
玉
代
の
木
憾
三

編
符
よ
り
三
國
爾
晋
南
北
朝
唐
の
制
に
及
び
、
宋
特
金
符
の
詳
細

を
叙
レ
、
履
き
て
元
朝
の
制
に
及
び
、
其
の
効
用
、
特
典
、
世
襲

澹
用
、
出
納
、
牌
名
の
由
來
を
究
め
、
併
せ
て
騨
劣
の
委
細
に
論

及
せ
り
。

　
以
上
四
篇
皆
鮮
満
研
究
上
の
好
文
字
に
し
て
別
に
温
州
顔
氏
の
掲

継
句
経
略
こ
ヂ
灌
の
九
城
の
役
地
理
岡
あ
り
。
（
東
京
望
薄
大
序
文

學
部
学
行
、
儂
不
詳
）
〔
那
疲
〕

　
　
　
鶴
憎
池
論
考
古
墨
・
文
學
博
士
　
濱
肥
耕
作
著

　
文
畢
博
士
濱
懸
耕
作
氏
の
近
業
に
し
て
、
考
古
學
の
本
質
ε
其

の
研
究
方
法
ε
を
通
論
せ
る
も
の
な
り
。
本
書
は
著
者
が
嘗
て
「
考

古
學
の
栞
」
S
題
し
て
本
誌
に
蓮
載
せ
る
稿
に
】
大
補
訂
を
施
し

た
る
本
文
に
こ
れ
ご
殆
ん
，
ご
等
し
き
苦
心
を
以
て
蒐
成
せ
る
六
十

五
枚
の
豊
野
な
る
留
版
を
如
へ
て
成
れ
り
。
其
の
内
容
を
瞥
見
す



る
に
、
本
文
は
四
六
版
二
百
三
十
頁
、
影
堂
に
分
れ
、
第
一
編
は

序
論
に
し
て
考
古
學
の
性
質
ぐ
」
其
の
他
の
墨
科
－
こ
の
關
係
を
設
き

第
二
は
資
料
編
ε
し
て
、
斯
學
の
取
扱
ふ
べ
き
あ
ら
ゆ
る
難
物
遣

跡
に
澄
す
る
記
述
を
試
み
、
挿
む
に
葉
箒
の
主
要
な
る
研
究
論
文

を
以
て
し
、
．
第
三
編
は
科
學
御
蓋
古
墨
の
進
む
べ
き
殆
ん
曹
唯
一

の
途
な
ろ
學
術
的
の
畿
掘
調
査
に
就
い
て
、
其
の
準
備
、
注
意
、

方
法
等
を
遊
げ
、
第
四
編
に
て
は
こ
れ
よ
り
得
た
る
資
料
に
基
き

求
む
べ
き
研
究
に
饗
し
、
考
古
學
上
特
殊
の
方
法
ミ
時
代
の
考
定

文
献
學
ε
の
交
渉
等
の
主
要
な
る
問
題
を
論
ぜ
り
。
第
五
編
は
餓

艸
論
に
し
て
考
古
學
的
出
版
、
遣
物
遣
跡
の
保
存
、
修
理
、
博
物
館

等
に
關
す
る
記
載
を
試
み
、
な
ほ
附
録
ミ
し
て
歓
米
に
於
け
る
考

古
墨
の
主
要
な
る
参
考
書
目
の
解
題
を
以
て
せ
り
。
記
蓮
簡
潔
瀬

も
結
構
整
然
實
に
考
古
墨
の
教
本
た
る
の
感
を
與
ふ
。
蓋
し
欺
學

入
門
の
良
参
考
書
な
り
。

　
此
の
本
文
に
敵
し
囲
版
の
類
は
記
者
が
其
の
考
古
學
的
濃
版
の

條
に
て
高
潮
せ
る
主
意
に
依
っ
て
細
心
の
注
意
を
以
て
選
澤
せ
る

も
の
に
係
り
、
箪
に
圖
が
記
蓮
の
み
に
て
は
表
は
し
難
き
部
分
を

補
足
す
る
の
み
に
ざ
ゴ
ま
ら
す
、
蓮
ん
で
虞
の
考
古
學
が
如
何
に

岡
寓
に
員
ふ
の
多
き
か
を
表
し
、
ま
た
本
急
登
に
挿
入
の
隠
を
通
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帯
す
る
に
於
い
て
其
の
間
自
ら
青
墨
へ
の
興
味
を
惹
起
し
、
併
せ

て
其
の
鳳
斑
に
髪
思
せ
し
む
る
に
つ
ε
め
た
る
は
從
來
の
葉
者
に

多
く
類
を
見
ざ
る
塵
例
へ
ば
鏡
野
第
四
＋
｝
、
四
十
二
の
窯
眞
の

撮
影
に
乱
す
る
注
意
の
爲
眞
、
第
四
十
九
版
以
下
の
集
成
圓
、
第

五
＋
副
、
二
の
居
位
擬
態
を
示
せ
る
閣
の
如
き
、
こ
れ
を
資
料
編

に
挿
め
る
三
十
一
の
言
忌
の
岡
版
が
よ
く
内
外
の
遣
物
遣
跡
を
網

羅
せ
る
¶
こ
北
ハ
に
月
済
に
見
る
虚
…
な
り
。
加
ふ
る
に
一
個
の
回
文
噛
、
と
云
へ

汐
も
こ
れ
を
牧
む
る
に
は
主
動
の
注
意
を
加
へ
た
、
此
の
黙
に
於

い
て
本
書
は
本
文
の
記
述
上
毒
気
少
な
か
ら
ざ
る
ペ
ト
リ
ー
博
士

の
「
考
古
學
の
研
究
法
及
其
目
的
」
ミ
並
び
稔
せ
ら
る
べ
き
な
り
。

さ
れ
ば
本
書
の
本
文
が
初
思
者
に
湿
し
て
梢
簡
に
過
ぐ
る
の
憾
み

は
此
の
圖
版
を
有
用
す
る
に
於
い
て
或
程
度
ま
で
は
除
か
る
ぺ
け

む
。

　
更
に
本
書
が
其
の
記
述
に
於
い
て
溶
融
の
立
脚
地
よ
り
斯
墨
の

性
質
に
確
然
た
る
解
決
を
與
へ
、
其
の
取
扱
ふ
べ
き
資
料
の
解
詮

に
て
は
豊
富
な
る
識
見
に
基
き
て
善
く
全
般
に
亙
り
簡
潔
の
裡
に

含
蓄
あ
る
記
述
を
以
て
し
、
ま
た
調
査
及
び
研
究
の
方
法
に
關
し

て
は
歓
洲
漁
者
の
知
識
に
掬
ふ
る
に
多
年
の
経
験
を
参
酌
し
て
著

考
凋
自
の
「
新
し
き
虚
心
を
示
せ
る
虚
臨
界
の
示
唆
た
る
も
の
多
し
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こ
れ
は
從
來
の
我
が
考
古
學
關
係
の
著
蓮
が
多
く
競
物
遺
跡
の
解

、
説
た
る
に
ミ
“
ま
り
よ
”
り
し
て
、
や
、
も
す
れ
ば
骨
董
醗
さ
れ
初

論
者
を
誤
る
歌
態
あ
る
斯
、
學
の
現
歌
に
謝
し
て
、
こ
れ
が
三
子
的

立
脚
地
を
明
に
し
て
、
ま
さ
に
一
個
の
科
墨
た
る
の
面
目
を
意
識

せ
し
む
る
も
の
、
我
か
考
古
學
が
其
の
惟
蓮
の
途
に
就
き
て
、
こ
れ

を
修
め
ん
噛
こ
す
る
者
多
き
を
加
ふ
る
の
今
日
に
於
い
て
、
本
書
の

嵐
版
は
此
の
鮎
に
て
も
斯
學
の
芝
繋
上
深
き
意
義
を
認
め
ら
る
べ

き
な
り
。
（
大
燈
閣
嚢
質
、
債
三
、
五
〇
）
〔
梅
原
〕

　
　
　
轡
天
　
心
全
　
集
　
　
　
　
日
本
美
術
畦
編

　
美
備
學
校
長
の
、
．
子
を
去
っ
て
自
己
の
理
想
の
實
現
を
期
し
て

日
本
美
術
院
を
創
め
た
岡
倉
壁
三
の
＋
年
祭
に
射
っ
て
同
院
の
入

人
が
敬
慶
な
態
度
で
編
纂
し
た
同
氏
の
全
集
で
あ
る
。
全
篇
三
冊

か
ら
成
り
、
一
は
曾
－
L
雑
誌
等
に
載
せ
ら
れ
た
論
文
及
び
報
告
書

詩
歌
、
書
翰
、
講
演
、
単
記
S
、
明
治
二
十
四
年
に
美
術
墨
校
で

の
講
義
「
購
本
美
術
史
」
を
覚
め
、
巻
頭
に
小
照
、
小
傳
及
び
年
譜

が
添
へ
ら
れ
て
る
る
。
二
は
英
文
に
な
っ
た
著
作
の
苑
集
で
あ
っ

て
、
・
．
月
浮
鵠
Φ
韓
乳
揖
。
箋
。
屯
．
ミ
名
づ
け
ら
れ
て
み
る
。
内
容
は

主
ミ
し
て
英
詩
、
書
翰
、
劇
詩
ε
物
語
、
論
読
、
報
告
の
類
で
あ
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る
が
、
醐
氏
の
主
著
ε
し
て
欺
太
に
｛
嘉
名
を
焦
せ
た
S
戸
。
．
．
目
骨
缶
脇

長
円
ぞ
男
競
・
二
・
．
雇
5
＞
・
く
舞
象
凹
薦
亀
遍
9
℃
馨
●
《
及
び
．
．
甥
δ
｝
w
。
。
押
亀

証
F
．
、
の
三
詐
が
牧
め
ら
れ
て
る
な
い
の
は
其
の
理
由
を
解
す
る

に
苦
む
所
で
あ
っ
て
、
甚
だ
癒
憾
に
感
ぜ
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。
併

し
此
の
壁
書
の
抄
課
は
共
に
第
三
冊
目
の
「
百
里
著
書
抄
課
」
の
内

に
牧
め
ら
れ
て
居
る
の
で
其
の
大
意
に
通
す
る
事
は
出
來
乃
。
三

冊
目
は
此
の
三
岳
の
下
露
こ
、
外
に
米
國
の
難
誌
、
報
告
書
等
に
載

せ
九
論
説
四
篇
ω
抄
課
を
附
し
、
附
録
－
こ
し
て
東
京
帝
國
大
回
で

の
講
義
泰
東
巧
藝
史
の
梗
概
ミ
。
知
友
三
族
の
追
想
録
ε
が
添
へ

ら
れ
て
る
る
。
本
書
の
内
に
特
に
吾
々
の
注
意
を
惹
く
も
の
は
美

術
史
の
講
義
で
あ
る
。
明
治
二
4
4
四
年
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
邦

に
於
け
る
最
初
の
美
術
史
で
あ
る
ミ
曝
せ
ら
れ
て
る
る
が
其
の
透

徹
せ
る
意
見
に
富
ん
で
み
る
こ
ミ
は
感
歎
に
堪
へ
な
い
。
英
文
の

「
東
洋
の
理
想
」
・
こ
「
日
本
の
麗
醒
」
は
共
に
一
種
の
文
化
史
で
あ
っ

て
外
國
文
化
の
輪
入
よ
り
も
其
の
文
化
を
統
旧
し
た
内
部
の
力
を

非
常
に
重
要
観
し
て
み
る
所
に
其
の
書
の
特
徴
が
あ
る
。
岡
倉
氏

は
此
の
書
に
よ
っ
て
賦
米
入
に
偉
し
日
本
の
偉
大
な
る
女
化
の
爲

め
に
頗
る
氣
を
吐
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
爾
書
巻
に
梢
稀
鯛
に

属
し
て
其
の
複
刻
を
見
な
か
っ
た
の
を
甚
だ
残
念
に
思
ふ
が
、
幸


